


（カナダ）
（カナダ）

（米国）

（キューバ）

（チリ）

（アルゼンチン）

（ブラジル）

（コロンビア）

（コスタリカ）

（ジャマイカ）（メキシコ）

（アイスランド）

（ノルウエー）

（ロシア）

（中国）

（スウェーデン）

（ドイツ）
（オランダ）

（フランス）

（イタリア）

（ギリシア）

（ポルトガル）

（スペイン）

（イギリス）

（デンマーク）

（ウガンダ・スワヒリ）

（南アフリカ・アフリカーン）

（イスラエル）

（サウジアラビア）

（インド）

（タイ）
（シンガポール）

（台湾）

（韓国）

（日本）

（インドネシア）

（オーストラリア）

（ニュージーランド・マウイ）

グリーンマップとは、世
せかいきょうつう

界 共 通

の グ リ ー ン マ ッ プ・ ア イ コ ン

（絵
え も じ

文字）を使
つか

って作
つく

る環
かんきょうちず

境地図で

す。これまでに、世
せ か い

界の４１ヶ国
こく

、

２５０の地
ちい き

域がグリーンマップづく

りに取
と

り組
く

んでおり、１７０種
しゅるい

類の

グリーンマップが発
はっこう

行されています。

（２００４年７月１日現在）

そのほとんどが、市
しみ ん

民が個
こ じ ん

人として

率
そっせん

先して作
つく

ったものです。公
こうきょう

共団
だんたい

体

が作
つく

ることもありますが、そのよう

な場
ばあ い

合でも、登
とうろく

録されるのは個
こじ ん

人と

してのグリーンマップ制
せいさくしゃ

作者です。

グリーンマップが扱
あつか

うテーマはさま

ざまで、個
こじ ん

人が自
じ ぶ ん

分の身
み ぢ か

近な環
かんきょう

境を

知
し

るために制
せいさく

作するものから、エコ

ツーリズム（観
かんこう

光）を目
もくてき

的としたグ

リーンマップまで、いろいろな規
き ぼ

模

のものがあります。グリーンマップ

のスタイルもさまざまで、模
も ぞ う し

造紙に

書
か

かれた手
てづ く

作りのマップから、最
さいしん

新

の地
ちずじょうほう

図情報システムを活
かつよう

用したもの、

航
こうくうしゃしん

空写真を使ったもの、そしてイン

ターネット上
じょう

でしか提
ていきょう

供されていな

いものもあります。

グリーンマップには、「ユースマップ」

(Youth Map) という分
ぶんるい

類がありま

す。子どもや学
がくせい

生によって作
つく

られる

グリーンマップで、１９９８年
ねん

、カ

ナダのカルガリーで最
さいしょ

初に作られま

した。子どもの視
して ん

点から社
しゃかい

会や環
かんきょう

境

をながめることで、現
げんじつ

実に対
たい

するな

んらかの問
もんだいていき

題提起のきっかけとなる

と思
おも

います。（大
おと な

人が作
つく

るグリーンマッ

プは、登
とうろく

録をする必
ひつよう

要があります。それ

はグリーンマップ・アイコンのまちがった

使
しよ う

用や商
しょうぎょうてき

業的な利
りよ う

用を防
ふせ

ぐための手
て

続
つづ

きで

す。それに対
たい

して、ユースマップは、登
とうろく

録

せずに自
じゆう

由に作
つく

ることができます。）

ここに一
いちまい

枚の世
せ か い ち ず

界地図があります。

グリーンマップが作
つく

られている主
おも

な

国
くに

の言
こ と ば

葉で「グリーンマップ」と表
あらわ

してみました。このように言
こと ば

葉が違
ちが

うとコミュニケーションは困
こんなん

難です

が、グリーンマップは世
せ

界
かいきょうつう

共通のグ

リーンマップ・アイコン（絵
え も じ

文字）

を使
つか

って、環
かんきょう

境の情
じょうほう

報を共
きょう

有
ゆう

します。
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グリーンマップの創
そうししゃ

始者、ウエンデ

ィ・ブラウアーさん。ニューヨーク

在
ざいじゅう

住のデザイナーで、１９９２年に

最
さいしょ

初のグリーンマップをニューヨー

クで作
つく

った。

以
い ぜ ん

前、日
に ほ ん

本に住
す

んでいたこともあ

り、日
にほ ん

本との関
かんけい

係は深
ふか

い。１９９５

年に京
きょうと

都の法
ほうねんいん

然院で開かれた天
てんねん

然

デザインフォーラムで多くのグリ

ーンマップ・アイコンが作
つく

られた。

１９９９年には、東
とうきょう

京の多
たまびじゅつだい

摩美術大

学
がく

で開
ひら

かれた情
じょうほう

報デザインの国
こくさいかい

際会

議
ぎ

Visionplus7 に招
しょうたい

待され、それ

が契
けい き

機となり、日
にほ ん

本でのグリーンマ

ップ活
かつどう

動が本
ほんかくか

格化した。２００２年

にはグリーンマップ・ジャパンが世
せ

界
かいはつ

初の地
ちい き

域ネットワークとして誕
たんじょう

生

し、グリーンマップ・アトラスプロ

ジェクトなどを米
べいこくほんぶ

国本部と協
きょうどう

同で手
て

がけている。

グリーンマップづくりの核
かくしん

心は、自
じ

分
ぶん

の目
め

でまちを取
しゅざい

材する、というこ

とです。

グリーンマップ・アイコンを使
つか

った

気
き

づきの手
しゅほう

法により、身
みぢ か

近な環
かんきょう

境を

とらえ直
なお

してみると、多
おお

くの発
はっけん

見が

あるものです。取
しゅざい

材はひとりでも可
か

能
のう

ですが、何
なんにん

人かのグループでおこ

なうと、より多
おお

くの発
はっけん

見があるはず

です。

その結
けっ か

果を、グリーンマップ・アイ

コンを使
つか

って一
いちまい

枚のマップにまとめ

てみましょう。

堀
ほりうちまさひろ

内正弘　グリーンマップ・ジャパン共
きょうどうだいひょう

同代表
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ユースマップ世
せ

界
かい

ツアー①

　世
せか い

界のグリーンマップ活
かつどう

動の中
なか

で最
さいしょ

初

のユース・グリーンマップを 12 人
にん

の

少
しょうねん

年少
しょうじょ

女と制
せいさく

作したマイケル・グレイ

さんは言
い

う。

　「フレンドリーなまち」とは、楽
たの

しい

笑
え が お

顔があふれ、住
じゅうみん

民同
ど う し

士が「友
ともだちかんかく

達感覚」

でつきあえるまちだ。グリーンマップシ

ステムのことを初
はじ

めて知
し

ったマイケルさ

んは当
とう じ

時、子
こ

どもたちが自
しぜ ん

然や社
しゃかい

会につ

いて学
まな

びながら、実
じっさい

際にまち作りをおこ

なうプログラム「ビルディング・ブロッ

クス」を「チャイルド＆ユース・フレン

ドリー・カルガリー」という組
そし き

織でコー

ディネートしていた。

 「グリーンマップは子どもたちが自
じぶん

分

の暮
く

らしている環
かんきょう

境が“見える”最
さいこう

高

のツールになる」

　そう確
かくしん

信したマイケルさんは 1998

年、「ビルディング・ブロックス」の夏
なつ

休
やす

みの取
と

り組
く

みとして、子どもが主
しゅやく

役の

グリーンマップを作ろうと思
おも

い立
た

った。

　地
ち ず

図にしたのは、ＣＦＢカリーとい

う元
もと

カナダ軍
ぐん じ

事基
き ち

地。19世
せ い き

紀から旧
きゅう

イ

ギリス軍
ぐん

によって使
し よ う

用され、陸
りくぐんしかん

軍士官

の家
か ぞ く

族が生
せいかつ

活していた家
か お く

屋や建
たてもの

物、

並
なみきみち

木道、広いコンクリートのスペースな

どがそのまま残
のこ

る約
やく

80ヘクタールの土

地だ。植
しょくぶつ

物や野
やせ い

生動
どうぶつ

物（野
やちょう

鳥・昆
こんちゅう

虫）も

多く生
せいそく

息するＣＦＢカリーは子どもたち

と探
たんけん

検するのにもっとも適
てき

した場
ばし ょ

所だっ

た。

　「夏
なつ

休
やす

みの 4ヶ
か

月
げつかん

間は週
しゅう

3 回、朝
あさ

から

夕
ゆうがた

方までフィールドワークと地
ち ず

図作
づく

りに

取
と

り組
く

んだ。なんせ広くて自
しぜ ん

然と歴
れき し

史が

いっぱいの場
ばし ょ

所だからね。夏休みだった

し、僕
ぼく

らはできるだけ外
そと

で過
す

ごすように

したんだ。僕が用
よう い

意したジャーナルを各

自で少しずつ埋
う

めていくんだけど、何を

するか、どこへ行くかは子どもたち自
じし ん

身

が決
き

めた。できるだけ自
じゆ う

由に楽
たの

しんで欲
ほ

しかったんだ」と、マイケルさんは言
い

う。

　CFB カリーがユースマップにぴっ

たりな場所だったことは間
ま ち が

違いない

が、彼
かれ

にはもう１つここの地図を作る

明
めいかく

確な理
りゆ う

由があった。カルガリー中
ちゅうしんぶ

心部

からさほど離
はなれ

れていないこの地区は

「市
し え い じ ゅ う た く ち

営住宅街地」として再
さいかいはつ

開発が予
よて い

定さ

れていたのである。

　「ただ地図を作るだけではなく、子ど

もたち自
じし ん

身が、行
ぎょうせい

政やプランナーそれか

ら地
ちい き

域の人
ひとびと

々の前
まえ

で、自
じぶ ん

分の意
いけ ん

見を発
はっぴょう

表

したらどうか」とマイケルさんは考
かんが

えた。

　子どもたちが自分の体
たいけん

験をもとに何か

を提
ていげん

言する機
きか い

会を持
も

つことは、コミュニ

ティにとっても子どもにとっても有
ゆうえき

益

なことだ。子どもはこのような機
きか い

会が与
あた

「子どもにフレンドリーなまちは

すべての人にフレンドリーなまち」

1998年の夏
なつ

、カナダのアルベルタ州
しゅう

、カルガリーの
少
しょうねん

年・少
しょうじょ

女が一
いちまい

枚のグリーンマップを制
せいさく

作しました。
これが世

せ か い

界で初
はじ

めて子どもが作った
ユース・グリーンマップ第

だいいちごう

一号です。

ユース・グリーンマップの
はじまり
取
しゅざい

材・文
ぶん

　　中
なか

島
しま

愛
あい

佳
か
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えられることによって、自分がコミュニ

ティの一
いちいん

員であるという自
じし ん

信と自
じか く

覚を持
も

つことができる。地
ちい き

域で起
お

きていること

は自分と関
かんけい

係

があり、どう

す れ ば よ く

なるか考
かんが

え、

提
ていげん

言していく

ことで状況を

改
かいぜん

善していく

ことができる、

きっと子ども

たちはそんな

ことを学
まな

んだ

はずだ。

　 逆
ぎゃく

に 大
お と な

人

たちはグリー

ンマップを通
とお

して、独
どくそうてき

創的

な子ども特
とくゆう

有

の 視
し て ん

点（ マ

イケルさんは

こ れ を "kid-

centric" と 言

う）を知るこ

とができる。

子どもの視
し て ん

点

は大人の固
こていがいねん

定概念に新
しんせん

鮮な風
ｊかぜ

を吹
ふ

き込

む。これはマイケルさん自
じし ん

身が子どもた

ちと地図を作る中で発
はっけん

見したことでもあ

る。

　「僕
ぼく

はこのプロジェクトを通
つう

じて、子

どもは大
おと な

人とは全
まった

く違
ちが

ったまちの見
みか た

方を

することを学んだ。子どもたちは、びっ

くりするような想
そうぞうりょく

像力と好
こうきしん

奇心でスペー

ス（空
くうかん

間）を捉
とら

えるんだ。たとえば、こ

の元
もとぐんようち

軍用地にはコンクリートの広
ひろ

い四
しか く

角

いスペースがあった。『こんな場
ばし ょ

所どう

やって使
つか

うことができるんだろう』と僕

は思っていたのに、子どもたちはそこを

見た途
とた ん

端、『最
さいこう

高な遊
あそ

び場
ば

だ！』と大
おおよろこ

喜

びした。『ラジコンで遊
あそ

ぶのにぴったり』

とか『ローラーブレードができる』と

か『バスケットコートにも！』といった

具
ぐあ い

合にね。『この広
ひろ ば

場だったらまわりの

家
いえ

からもよく見えるからお母さんも安
あんしん

心

ね』なんてことも言
い

ってたっけ。何も

使えない場所だと思ったのに、子どもの

目には大きくて魅
みりょくてき

力的な公
こうえん

園に映
うつ

ったん

だ」

カルガリーで生
う

まれた

100％子どものためのアイコン

　マイケルさんたちのプロジェクトは子

どものためのアイコン、「子どもにやさ

しい場
ば し ょ

所（Child Friendly Eco-Site）」

を生
う

み出
だ

した。

　マイケルさんたちは当
とうしょ

初、オリジナ

ルアイコンは作らず、当
と う じ

時のグリーン

マップシステムの世
せかいきょうつう

界共通アイコンだけ

を使
つか

って地図を作る予
よて い

定だった。しかし

フィールドワークを始
はじ

めた数
すうじつかん

日間で、そ

れでは考
かんが

えるようなユースマッ

プが作れないことに気
き

づく。な

ぜなら当
と う じ

時の共
きょうつう

通アイコンには

「100％子どものため」、つまり

子どもの視
してん

点を活
い

かしたアイコン

が存
そんざい

在しなかったからだ。

　子どもたちはかわいくてユニー

クなアイコンをいくつも作った

（右
みぎさんしょう

参照）。その中でも帽
ぼ う し

子をか

ぶった子どもの絵
え

がマークの「子

どもにやさしい場
ば し ょ

所」と「虫
むし

の

観
かんさつ

察」の 2つは世
せかいきょうつう

界共通アイコ

ンに採
さいよう

用された。このアイコンは

125個
こ

ある世
せかいきょうつう

界共通アイコンの中
なか

でも

特
とく

に人
にん き

気のあるアイコンで、これを12

歳
さい

の子どもがデザインしたと聞
き

くと、み

んな感
かんしん

心する。

　プロジェクトに参
さん か

加した子どもたちと

は6年たった今
いま

でも、あの夏
なつ

の体
たいけん

験がい

かに楽
たのし

しかったか話
はな

したりするそうだ。

「ユースマップを作
つく

ったのは、僕
ぼく

にとっ

ても子どもたちにとってもすごくエキサ

イティングな体
たいけん

験だった。僕
ぼく

らは地図を

作る過
かて い

程の中で、子どもや若
わかもの

者がグリー

ンマップを作ることから生まれる可
かのうせい

能性

を見
みい だ

出していったんだ」と、マイケルさ

んは嬉
うれ

しげに語
かた

った。

▲記
きねん

念すべきユース・グリーンマップ第
だいいちごう

一号。（一
いちぶかくだい

部拡大）
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地図はその名も「ローマップ」。地図に

なっているのはマンハッタン島
とうせんたん

先端の

ローワーマンハッタンと呼
よ

ばれる地
ち く

区

だ。ローワーマンハッタンのマップだか

ら「ローマップ」。グリーンマップシス

テムの本
ほん ぶ

部（すなわちグリーンマップの

創
そうししゃ

始者ウェンディー・ブラ ウワーのオ

フィス）もローワーマンハッタンにある。

「子どもたちの目に映
うつ

る街
まち

の姿
すがた

。それ

を大人も見ることができたらおもし

ろいのではないか」

　そう考
かんが

えたグリーンマップシステム

「ビッグ・アップル＝ニューヨーク」を
「グリーン・アップル」へ

ユースマップ世
せ

界
かい

ツアー②

　グリーンマップ発
はっしょう

祥の地ニューヨーク

は、「ビッグ・アップル（大きなリンゴ）」

の愛
あいしょう

称で人
ひとびと

々に親
した

しまれている。北
きた

は

ハーレム、南
みなみ

はローワーマンハッタンま

で、ニューヨーク・シティではこれまで

に少
すく

なくとも 20 以
いじょう

上のグリーンマッ

プが子どもや学
がくせい

生によって制
せいさく

作された。

ニューヨークのキッズが織
お

りなす地
ち ず

図は

エッジの効
き

いたこの街
まちどくとく

独特の都
とかいてき

会的な匂
にお

いがする。彼
かれ

らの作る地図の特
とくちょう

徴はその

テーマ性
せい

と問
もんだいいしき

題意識の高
たか

さにある。「ビッ

グ・アップル」を緑
みどりゆた

豊かで環
かんきょう

境に優
やさ

しい

大
だ い と し

都市「グリーン・アップル（青
あお

リンゴ）」

へ。それが彼らの描
えが

くニューヨークの

未
みらい

来だ。

★GOグリーン・ニューヨーク★

　ウェンディ・ブラウワーも顔
か お み し

見知りの

グループ「リサイクル・ア・バイシクル

（以下ＲＡＢ）」を例
れい

に挙
あ

げてみよう。Ｒ

ＡＢは自
じてんしゃ

転車を修
しゅうり

理する技
ぎじゅつ

術を教
おし

え、直
なお

したリサイクル自転車を販
はんばい

売することで

若
わかもの

者を社
しゃかいてき

会的に支
しえ ん

援するＮＰＯ。ＲＡＢ

は１０代の若者を中
ちゅうしん

心にその他
ほか

にも様
さまざま

々

な地
ちいきかつどう

域活動をおこなっている。グリーン

マップもその活
かつどう

動の１つ。彼
かれ

らはすで

に５枚
まい

の異
こと

なるテーマの地図を完
かんせい

成させ

た。

　ブルックリンのＲＡＢが２００２年に

作ったマップ「ゴーグリーンＮＹＣ」を

見てみよう。12歳
さい

から 17歳
さい

の 10人

のサイクリストが夏
なつやす

休みに４週
しゅうかん

間かけ

てこの地図を作った。テーマは交
こうつう

通と

ヒューマン・パワー。毎
まいにちがっこう

日学校へ、仕
しごと

事へ、

数
すうひゃくまんにん

百万人の人が行き来
き

するニューヨーク

は、空
くう き

気が悪
わる

く、騒
そうおん

音もひどい。アメリ

カで一
いちばん

番、平
へいきんつうきんじかん

均通勤時間の長
なが

い州
しゅう

でもあ

る。ＲＡＢのサイクリストたちは車
くるま

に頼
たよ

らないオルタナティブな（今までと異
こと

な

る）交
こうつうしゅだん

通手段の情
じょうほう

報を載
の

せた地図を作る

ことで、健
けんこう

康で地
ちきゅう

球を汚
よご

さない交
こうつうしゅだん

通手段

－自
じてんしゃ

転車－の利
りよ う

用を同
どうせだい

世代の若者たちに

呼
よ

びかけた。自転車＝ヒューマン・パワー

というわけだ。

　４週
しゅうかん

間の期
きか ん

間を使
つか

って、彼らは実
じっさい

際に

街
まち

を自
じてんしゃ

転車で走
はし

り、車
くるまいがい

以外のありとあら

ゆる交
こうつう

通手
しゅだん

段－バス、地
ち か て つ

下鉄、フェリー

など－を試
ため

した。調
ちょうさ

査から分かったこと。

それは、自転車レーンが少なく、道
ど う ろ

路

にはたくさんのトラックが走り、交
こうさてん

差点

や橋
はし

は自転車では渡
わた

りにくく、ドライ

バーはサイクリストを邪
じゃ ま

魔者
もの

扱
あつか

いする。

ニューヨーク市は、決
けっ

して自
じてんしゃ

転車にフ

レンドリーな街
まち

ではなかった。ＲＡＢは

問
もんだいてん

題点を指
して き

摘するだけではなく、歩
ほこうしゃ

行者

天
てんごく

国・自転車レーンの良
よ

い設
せっ ち ば し ょ

置場所を地

図に載
の

せて提
ていあん

案した。問
もんだい

題定
てい ぎ

義をするだ

けではなく、解
かいけつさく

決策を自分たちで考え、

主
しゅちょう

張するのがニューヨークのユースの

心
こころいき

意気だ。

 ★ローマップ★

　ニューヨークにはもう１つ、子どもた

ちが作ったようで作っていない、興
きょうみぶか

味深

いグリーンマップがある。グリーンマッ

プシステムが 2000年に制
せいさく

作したこの

ニューヨーク

▲ゴー・グリーンＮＹＣマップ
▼リサイクル・ア・バイシクル（ＲＡＢ）の若者たち

▲ニューヨークの若者が制作した地図をいくつか紹介。
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キューバ

現
げんざい

在、キューバは資
しほんしゅぎいか

本主義化が急
きゅうそく

速に

進
しんこう

行し、昔
むかし

からのコミュニティが失
うしな

われ

てきている。そんな中で成
せいちょう

長する子ども

たちが未
みら い

来に希
きぼ う

望をもつのは難
むずか

しい。家

の近
きんじょ

所にはゴミや蚊
か

の沸
わ

く水
みず

たまりも

見つかる。しかし、子どもたちはグリー

ンマップを通して、ひとりひとりの力で

未
みらい

来を切
き

り開
ひら

こうとしている。

グリーンマップ・キューバは小
しょうがっこう

学校を

拠
きょてん

点とした全
ぜん こ く き ぼ

国規模の国
こっ か

家プロジェクト

だ。彼らは最
さいしょ

初、紙
かみ

を使
つか

わないで地
じめ ん

面に

絵
え

を描
か

き、全
ぜんたい

体の地図を作
つく

るときに初
はじ

め

て紙
かみ

を使
つか

う。また、踊
おど

りと音
おんがく

楽が大
だい す

好き

なキューバではグリーンマップの歌
うた

が生

まれた。自
じぶ ん

分たちのまちを、地
ちきゅう

球を大
たいせつ

切

にしていこうというラテンらしい情
じょうねつてき

熱的

な歌だ。

音
おんがく

楽の国
くに

の子どもたちは
グリーンマップを歌

うた

にした

のメンバーは、今までにない手
しゅほう

法で地

図を作ることにした。子どもたちから得
え

た地
ち い き

域の情
じょうほう

報をプロのデザイナーの手

によって１枚
まい

の地図に編
へんしゅう

集してグリーン

マップを制
せいさく

作したのだ。

　コーディネーターのベス・ファーグソ

ンは、ローワーマンハッタンにある２０

以
いじょう

上の学
がっこう

校やクラブを訪
おとず

れ、子どもた

ちからとびっきりの地
ちいきじょうほう

域情報を集
あつ

めた。

一
いっしょ

緒に外
そと

に出
で

てまち歩
ある

きもし、子どもと

若
わかもの

者延
の

べ２５０人から情
じょうほう

報が集
あつ

まった。

　ローマップのポイントは、「主
しゅかんせい

観性

の尊
そんちょう

重」にある。地図に載
の

せられたサ

イトの説
せつめい

明は全
すべ

て子どもたちが書
か

いた

ものだ。７歳
さい

から１９歳
さい

という幅
はばひろ

広い

年
ねんれいそう

齢層で構
こうせい

成されているため、必
ひつぜんてき

然的

に説
せつめい

明はサイトによってまちまちにな

る。あえてそのバラバラ感
かん

を残
のこ

しつつ、

情
じょうほうていきょうしゃ

報提供者の所
しょぞく

属する学校もしくはク

ラブ、それから年
ねんれい

齢を表
ひょうじ

示することで、

子どもたちの多
た よ う

様な主
しゅかん

観を地図に反
はんえい

映

させた。子どもたちの声が直
ちょくせつ

接届
とど

くロー

マップはニューヨークの下
したまち

町で生き生き

と暮
く

らす彼
かれ

らの姿
すがた

をかいま見ることがで

きるすばらしい環
かんきょう

境地
ち ず

図になった。

ＮＹＣのユースがこれまでに制
せいさく

作した地図の例
れい

●Pedaling Brooklyn's Gardens/ ブルックリンのガーデンを自
じてんしゃ

転車で
　“グリーンポイントからウィリアムズバーグのコミュニティ・ガーデンについて” 1999年 RABブルックリン
●Are We Trashing the Apple?/ ニューヨーク（アップル）を台

だ い な

無しにしていない？
　“ニューヨーク市のゴミ問題とそのいい加減な運送手段について”　2000年　RABブルックリン
●Stop Fronting/ 沿

えんがん

岸の開
かいはつ

発をストップ
　“イーストリバーの海岸線をブロックしているのは誰？ ”2001年　RABブルックリン
●Go Green NYC/ ゴーグリーンＮＹＣ
　“車を使わない交通手段”2002年　RABブルックリン
●Space to Breathe/ 深

しんこきゅう

呼吸できる場所
　“大気汚染と喘息について” 2003年　RABインウッド
●Newtown Creek Map/ ニュータウン・クリークマップ
　“ブルックリンとクイーンズの間を流れる入り江の環境について”2003年　イーストリバー・アプレンタイスショップ

くわしくは、グリーン・アップルマップのホームページ（http://www.greenapplemap.org）をご覧
らん

ください。

▲ローマップ。地
ち ず

図の挿
さ

し絵
え

はすべて子どもたちが描
か

いた。

Song 2 from Mapa Verde

Very important places even in ruins... 
can be rebuilt
We are going to ask our council 
and help them...
to achieve all that we need
The Green Map is going to be
 a great success
Let's all join our efforts in the Green Map
Children, youngsters and the elderly alike

キューバ・グリーンマップソング 2

廃
はいきょ

墟でもとっても大
たいせつ

切な場
ばしょ

所…

きっと再
ふたた

び作
つく

れると思
おも

うから

僕
ぼく

たちはまちの寄
よ

り合
あ

いに頼
たの

んで　

大人を助
たす

けるつもり

僕
ぼく

たちが必
ひつよう

要としているいろんな事
こと

をするために

グリーンマップは、きっと成
せいこう

功するよ

グリーンマップに参
さんか

加して一
いっしょ

緒にがんばろうよ

こども、若
わかもの

者、そしておじいちゃんや

おばあちゃんにも一
いっしょ

緒になって

31．ラッキーズ・ジュース・ジョイント
ヘルシーな飲

の

み物
もの

を注
ちゅうもん

文できるよ。
ニンジンとグリーン野

や さ い

菜はオーガニック！
◆Ｃ・１０ ( サテライト・アカデミー・10歳 )



「まちづくり」が進
すす

められている。そ

の一つが、コミュニティ・ガーデンだ。

コミュニティ・ガーデンとは市
しみ ん

民が

自
じ ぶ ん

分たちで管
かん り

理し、コミュニティの

ために大
たいせつ

切にしている庭
にわ

や庭
ていえん

園のこ

とで、グリーンマップシステムのア

イコンにも登
とうじょう

場する。彼らのコミュ

ニティ・ガーデンは市が２年
ねんかんむしょう

間無償

でトロモルチームに貸
か

している「子

どもたち自
じし ん

身」が管
か ん り

理する「子ども

たちのため」の庭
にわ

だ。その土地も市

が指
して い

定したのではなく、子どもたち

自
じしん

身がまちを歩
ある

き、自分たちのコミュ

ニティ・ガーデンにふさわしい空
あ

き地
ち

を探
さが

して選
えら

んでいる。最
さいだいげん

大限の

自
じゆ う

由を提
ていきょう

供するところがいかにもオ

ランダらい。こうして選
えら

ばれた土地

にハーブや花の種
たね

を蒔
ま

いたのももち

ます。しかし、子どもは自
じぶ ん

分で何か

をすること、自分で創
そうぞう

造することを

本
ほんとう

当に楽
たの

しみます。そして達
たっせいかん

成感を

伴
ともな

う体
たいけん

験からは多
おお

くを学
まな

びとること

ができます。ですから私
わたし

たちのグリー

ンマップの授
じゅぎょう

業は、たくさんの体
たいけん

験

と行
こうどう

動を軸
じく

に成
な

り立
た

っています」

まずは学校の近
きんぺん

辺をガイドとと

もに自
し ぜ ん

然ツアーへ。子どもたち

は、学校のすぐ裏
うら

を流
なが

れる小
お が わ

川

には貝
かい

が生
せいそく

息するほど自
し ぜ ん

然豊
ゆた

か

であることを発
はっけん

見したり、川
かわぎし

岸に

近
ちか よ

寄ってアヒルの子どもたちを間
まぢ か

近

で見
み

たり、公
こうえん

園に咲
さ

いている花
はな

を

摘
つ

んでブーケを作ったりしながら、

「自
de  n a t u u r  i s  om  d e  h o e k  t e  v i n d e n

然はすぐ曲がり角にある」ことに

気
き

づく。（子どもたちの作った）ブー

ケは今もドライフラワーとして教室

で飾
かざ

られている。

●子どもが見
み

つけた子どものための庭
にわ

　トロモルチームの活
かつどう

動は、行
ぎょうせい

政か

らサポートされていて、それにより

いくつかの画
かっきてき

期的な、子どもによる

●トロモルチーム見
けんざん

参！

　オランダの北ブラバント地方にあ

る工
こうぎょうとし

業都市ブレダでは、2002年

からマップメーカーのレナタ・フォ

クスさんを中
ちゅうしん

心に複
ふくすう

数の小
しょうがっこう

学校でグ

リーンマップが環
かんきょうきょういく

境教育として実
じっし

施

されている。プロジェクトの名
なまえ

前

は「ト
t r o m m e l t e a m

ロモルチーム」。「ト
t r o m m e l

ロモル」

はオランダ語で「太
たいこ

鼓」だが、ここ

では「ゴミ」を意
い み

味する２つの言
ことば

葉

「ト
t r o e p

ゥループ」と「ロ
r o m m e l

モル」を合わ

せた造
ぞうご

語としても使
つか

われている。「ま

ちのきれいときたない、そのどちら

にも目を向
む

ける、遊
あそ

ぶことと自
しぜん

然が

大
だいす

好きなわんぱく小
こぞう

僧のチーム！」

それが、トロモルチーム (太
たいこたい

鼓隊 ) だ。

●教
きょうしつ

室から外
そと

に出よう

レナタさんは主
おも

に経
けいざいてきもんだい

済的問題を抱
かか

える地区でグリーンマップを教
おし

えて

いる。「決
けっ

して裕
ゆうふく

福ではない地
ち く

区で暮
く

らす彼
かれ

らにこそ自
じぶ ん

分たちの力で現
げんじょう

状

が変
か

えられることを体
たいけん

験してほしい」

からだ。そんな彼
かのじょ

女たちの取
と

り組
く

む

グリーンマップの教
きょういく

育プログラムは

理
りろんじゅうし

論重視ではなく、まちに繰
く

り出
だ

す

体
たいけんがた

験型だ。

「すべての子どもたちが必
かなら

ずしも

始
はじ

めからこのプログラムに意
い

欲
よく

的
てき

な

わけではありません。関
かんしん

心のない子

や授
じゅぎょう

業の流
なが

れを乱
みだ

そうとする子もい

ユースマップ世
せ

界
かい

ツアー③

オランダ

「子どもたちは、紙
かみぶくろ

袋・タバコの吸
す

いがら一つだって

残
のこ

すものかと大
おお

はりきりでゴミを拾
ひろ

っていました。

路
ろじょう

上のゴミ拾
ひろ

いは彼
かれ

らにとって貴
きちょう

重な体
たいけん

験となったのです。

それまでは平
へいき

気でポイ捨
す

てをしていたかもしれない子どもたちも、

以
いぜん

前と同
おな

じように道
どうろ

路や公
こうえん

園を見
み

ることは二
にどと

度とないでしょう。」

ワークショップに集
あつ

まった子どもたちは、
まずお互

たが

いの持
も

ち寄
よ

った地図を見
みくら

比べる。
　「これはなんの地図？」
　「僕

ぼく

の家
いえ

はどこかな？」
それぞれの地図の目

もくてき

的や特
とくちょう

徴を話
はな

し合
あ

う。( 上 ) ゴミ回収車に　　　　　　　　　　　　　　　　　　
美しいペイントが施されている。
( 右 ) 回収されたゴミはどこへ行くのだろう ?

ゴミ拾いをするトロモルチーム



ワンさん（写
しゃしん

真左
ひだり

）と環
かんきょうほぜんそしき

境保全組織

の仲
な か ま

間は、楽しい活動を通して子

どもたちにグリーンマップのコンセ

プトを知ってもらおうと１日ワーク

ショップを企
きか く

画した。対
たいしょう

象はスタッ

フの子どもが通
かよ

う小
しょうがっこう

学校の四年生だ。

　ワークショップ当
とうじつ

日、はじめは

生
せい と

徒たちが持
も

ち寄
よ

った地
ち ず

図を見
み く ら

比べ

る。「これはなんの地図？」「僕
ぼく

の家

はどこかな？」目をきょろきょろさ

せながら、それぞれの地図の目
もくてき

的や

特
とくちょう

徴を話
はな

し合う。続
つづ

いて、グリーン

マップシステム・アイコンについて

お勉
べんきょう

強。「みんなの公
こうえん

園」、「再
さいりよう

利用

（リユース）」、「有
ゆうきしょくひんてん

機食品店」、「すば

らしいながめ」など、アイコンを通
つう

じてグリーンマップのコンセプトと

全
ぜんたいぞう

体像を把
はあく

握していく。

　その後
あと

、子どもたちは学
がっこう

校内
ない

の

探
たんけん

検へ。この日のワークショップは、

安
あんぜん

全を考
こうりょ

慮して学校の敷
しきちない

地内で開
かいさい

催

された。そこで、校内には自
じて ん し ゃ や

転車屋、

有
ゆうきしょくひんてん

機食品店、環
かんきょうだんたい

境団体など、本
ほんらい

来ま

ろん彼
かれ

らだ。子どもたちが見つけた、

子どもたちの共
きょうゆう

有の庭
にわ

。今日も水や

りや雑
ざっそう

草抜
ぬ

きに、子どもたちが顔
かお

を

出
だ

す。

● ｢何がゴミなの ?｣ から

　ブレダの小
しょうがくせい

学生は「ゴミ」につい

ても多
たかくてき

角的に学
がくしゅう

習する。回
かいしゅう

収される

ゴミや路
ろじょう

上のゴミ、ゴミとは何なの

か。自
じぶ ん

分たちの住
す

むコミュニティの

ゴミ拾
ひろ

いにも行
い

く。

「子どもたちは、紙
かみぶくろ

袋・タバコの吸
す

い

がら一つだって残
のこ

すものかと大はり

きりでゴミを拾
ひろ

いました。路
ろじょう

上のゴ

ミ拾
ひろ

いは彼らにとって貴
きちょう

重な体
たいけん

験と

なったのです。それまでは平
へい き

気でポ

イ捨
す

てをしていたかもしれない子ど

もたちも、以
いぜ ん

前と同
おな

じように道
どう ろ

路や

めて実
じつげん

現する。

特
とくせい

製製のゴミのゴミ箱
ばこばこ

には大きく「トロモには大きく「トロモ

ルチーム」と書
か

かれたステッカーかれたステッカー

が貼
は

られ、そのまわりには子どもられ、そのまわりには子ども

たちの手
てが た

形が貼
は

られている。手は一

つのシンボルであり、ゴミ箱
ばこ

に貼
は

ら

れた子どもたちの小さな手は少しず

つでもみんなが「手を貸
か

す」ことに

よって、コミュニティは良
よ

くなると

いうことを私たちに教
おし

えてくれる。

教
きょういくもくてき

育目的としてだけではなく、地
ちい き

域

の生
せいかつかんきょう

活環境 の 向
こうじょう

上

に 実
じっさい

際 に

貢
こうけん

献してい

るブレダのるブレダの

子 ど も た

ち。彼らは

未
みらい

来の担
にな

い手
て

だ。

公
こうえん

園を見ることは二
に ど

度とないでしょ

う。さらに何がゴミで何がゴミでは

ないかという環
かんきょう

境の問
もんだい

題も次
し だ い

第に気
き

づいていきます」とレナタさんは語
かた

る。

それだけではない。まち歩きの中

で子どもたち自身が見つけた“ゴミ

箱
ばこ

が置
お

かれていないためにゴミが溢
あふ

れてしまっている場
ばし ょ

所”に、彼らは

トロモルチーム特
とくせい

製のゴミ箱
ばこ

を配
は い ち

置

したのである。通
つうじょう

常の環
かんきょうがくしゅう

境学習なら

ゴミを拾
ひろ

って終
お

わりであろう。もち

ろん「ゴミ拾
ひろ

い」はとても良
よ

いこと

だが、その効
こ う か

果は一
いちじてき

時的でもある。

レナタさんたちのプロジェクトの優
すぐ

れている点
てん

は、活
かつどう

動がゴミ拾
ひろ

いだけ

に留
とど

まらず、現
げんじょう

状の改
かいぜん

善に関
かか

わって

いくことだ。行
ぎょうせい

政の協
きょうりょく

力があって初
はじ

台湾
　アジアでグリーンマップ活

かつどう

動が

最
もっと

もさかんなのは間
ま

違
ちが

いなく日
に ほ ん

本

だが、おとなり台
たいわん

湾の子どもたちも

最
さいきん

近グリーンマップ作りに挑
ちょうせん

戦し始
はじ

めた。台
たいわん

湾マップメーカーのジェン・

ちの中で見つけるお店や組
そし き

織のブー

スを用
よ う い

意。各
かく

ブースには子どもた

ちが試
ため

せるちょっとした「遊
あそ

び」の

工
くふう

夫がされている。

　最
さい ご

後に集
あつ

めた情
じょうほう

報をグループごと

に一
いちまい

枚の地図にまとめる。フィール

ドワークで集
あつ

めた葉
は

っぱがたくさん

貼
は

られた、色とりどりの心のこもっ

た地図が完
かんせい

成。おとなが作る地図の

ように洗
せんれん

練されてはいないけれど、

独
どくそうてき

創的で楽
たの

しいグリーンマップがで

きた。そこには「子どもたちの観
かんさつ

察

した世
せ か い

界」が映
うつ

っている。この「子

どもたちの視
して ん

点」こそ、ユースマッ

プの醍
だ い ご み

醐味だ。

ワークショップに集
あつ

まった子どもたちは、
まずお互

たが

いの持
も

ち寄
よ

った地図を見
みくら

比べる。
　「これはなんの地図？」
　「僕

ぼく

の家
いえ

はどこかな？」
それぞれの地図の目

もくてき

的や特
とくちょう

徴を話
はな

し合
あ

う。

バックにあるのは、トロモルチームが作ったグリーンマップ。

( 左 ) 台湾グリーンマップメー
カーのジェン・ワンさん。

( 下 ) 集めた情報や素材をもとに
地図を作る。

台湾の小学生が作ったグリーンマップ


